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タイ ム・ボ ル
神戸海洋博物館館長代理 弓倉恒男
1.はじめに
時を知らせるには、古来、洋の東西を問わず
鐘を鳴らした。まことに「時は鐘鳴り」でもあっ
た。今日なお、ロンドンのビッグ・ベン、古都
奈良、京都など世界の到る所で鐘の音が絶える
ことなく、実用はともかく、風情を醸しては人々
の心を和ませるC
ところで、前世紀末から今世紀前半にかけて、
サ識変った報時方法が世界のあちこちの港に存
在した。タイム・ボールで、ある。
碇泊中の船舶から望見できる場所に、柱が立っ
ていて、その柱に一抱えにも徐るボールが串刺
しの形で下の万に鎮座している。定刻数分前に
なると、ボールは上昇し始め、間もなく停止し、
定刻到来の瞬間、落下する。一方、船舶のブリッ
ジでは、これを凝視していて、落下開始の一瞬、
「タイム/Jと叫ぶ。傍らでは、マワン・クロ
ノメータ(船舶用精密時計)に目を凝らし、こ
れを聞いた瞬間に、誤差を読み取る。
このタイム・ボールは、最盛時に地球を一巡
カバーしていたが、無線報時の普及につれて、
追々に姿を消した。長い海事史のほんの一小間
に現われ消えた報時の球を追ってみたい。
2.マリン・クロノメータとタイム・ボール
地球上の位置を緯夏、経度で数値的に把握す
るのは、紀元前二世紀のギリシア人ヒッパルコ
スに遡るO 緯度は早くから天体の観測によって
比較的容易に求められたが、経度の海上での把
採は、 i ‘八世紀後半lこ至るまで決め手を欠いた。
十五世紀後半のいわゆる大航海時代の幕開け
以来、海洋先進諸国は「経度の発見Jに躍起と
なった。月や惑星の動きの観測による方法が考
案されたが、計算が複雑で子関暇が掛かるうえ、
海上の諸制約も加わって、効率的で確実な域に
は達しなかった。そこで、地球の自転による子
午線聞の時刻去から換算して経度の去を求めよ
うとする考えが、学者によって唱えられた。但
し、これには某準とする子午線(本初子午線、
経度00) 上の時刻を正確に保持しながら、あ
らゆる航海上の諸条件に耐えて、地球上のどこ
へでも持ち運び可能な超精密時計の開発が不可
欠であった。
十八世紀後半、見事これに成功したのが、イ
ギリスのジョン・ハリソン(1693-1776)であっ
た。その背景と業績については、生誕三百年に
こと寄せて和気博嗣教授がものされた「ジョン・
ハリソンとクロノメータJ(本研究年報No.21、
1993掲載)に詳しく、興味が議きなL、。
発明後しばらくは製造数も少なく、かなり高
価であったことなどから、有効性は認められな
がらも急速には普及しなかった。その後イギリ
ス、フランス、スイスなどの時計の専門家が新
たな発明や改良を加え、徐々に普及し、漸く
1818年にイギリス海軍の正式採用となり、 1825
年には官費で洪給するようになった。
クロノメータの普及と数量の増加によって問
題になってくるのは、最初の時刻合わせとその
後の較正のための報時方法であった。報時の最
も普遍した方法は鐘であったが、音速と距離の
関係から聞く場所によって数秒から数十秒の差
が生じる。十八世紀中頃では、最良の時計でも
日差1分以上であったので、一般の日常生活で
は鐙で十分、間に合った。しかし、経度の測定
を使命とするクロノメータにとって、時間 l秒
は経度15秒に栢当するので、鐘ではとても役に
立たない。
そこで、調整方法としては、クロノメータを
時刻の観測所であるグリニッジ天文台へ持ち込
んで合わせるか、或いは天文台の標準時計に合
わせたウォッチをクロノメータのところへ運ん
で較正するかが考えられる O 前者は運搬に伴う
衝撃を嫌って採られず、後者は後に f時刻の配
達J(Time Distribution)として、クロノメー
タのメーカーに対して行われ、鉄道の標準時化
にも同様の方法が採られた。ともあれ、テムズ
河畔に碇泊する、クロノメータ搭載の艦船が増
加するにつれ、このような個別的な方法では、
1← 
限られた数の天文台職員の手には負えなくなる。
そこで考え出されたのがタイム・ボールであっ
た。 1833年、第六代天文台長、ジョン・ポンド
の時のことであり、ハリソンのクロノメータ
(H4)が公認されて懸賞金2万ポンドの残額全
部が支払われた1773年から60年後のことであっ
fこO
タイム・ボールの元祖、グリニッジ天文台で
は、観測に忙殺される正午を避けて、午後 1時
にボールを降下させ、その 2分前に上昇開始・
停止があった。今日なお、初代台長の名を冠し
たフラムスティード館の屋根上に直径90糎の真
紅のボールが乗っかり、その中心を4.5米の黒
色の鉄柱が貫き、そのてっぺんには、東西南北
の頭文字を配した水平な十文字とさらにその上
には風向の矢印があるO 説明書には1919年の作
とあり、落ドの様子が連続写真で示されているO
(図 l参照)
3. タイム・ボール地球を覆う
クロノメータは、元来、経度の測定のために
発明されたが、天体観測の基準ともいうべきグ
リニ yジ子午線上の天文台の時刻を保持できる
ことは、そこで得られた諸データを利用して、
洋 Lで、の観測を効率化し、船舶にと って必要不
図1 グリニッジ天文台のタイム・ボール
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可欠のものとなった。そして、この時刻保持の
精度を一層高めるには、機械の精度を上げるだ
けでなく、較正の頻度を増す必要があり、地球
上の多くの港にタイム・ボールの設置が望まれ
fこO
加えて、グリニッジ本初子午線を採り入れた
海図が普及し、 1884年の万国子午線会議の決議
による、グリニッジ子午線の世界共通の本初子
午線化、グリニ y ジ平均時の世界標準時化、経
度15度毎の等時帯の採用とこれらの十九世紀末
の急速な普及は、上記の要望に一層の拍車をか
けた。
二十世紀に入って間もな ~)1904年の、タイム・
ボールを主とする船舶に対する港内報時信号機
の設置状況は表1のとおりであるO これを見る
と、欧州とアメリカ合衆国が75で過半数である
のは、当時の大洋航行船舶の属する国の地域的
偏在を示すものである。残りを大洋別に分ける
と、太平洋26、大西洋15、インド洋19、地中海
5であり、地球を一巡、覆っている o (表 l参
照)
こうした報時信号機の分布は、国際的な協定
で統一的に設けられたものではないので、各国
各様、個々まちまちである O タイム・ボールの
大きさも、直径50糎から 2米を超えるものまで
あるが、 1米から1.5米ぐらいが最多であった。
色は黒が最も多く、次いで赤であり、白色や金
色の帯入りなど様々であった。報時時刻は、各
国各地の標準時の正午又は午後 1時が多いが、
その他の時刻もあり、頻度は 1日1凶が多いが、
l週1回から1日3固まであ った。その外、大
砲の「ドン」を伴うものがあったり、ボール以
外の展開板や円筒形などのものも数は少ないが
存在した。
このように、信号の態様は多憾であっても、
報時時刻はグリニッジ標準時を基本に置いてい
るので、クロノメータの較正には好都合であっ
た。従って、タイム・ボールのネットワークを
辿る形で、航行すると標準時保持の精度をより
良く確保できた。仮にマリン・クロノメータの
精度を日差0.5秒以内とし、寄港地問の平均航
行日数を10日とすると、 5秒の誤差範囲を維持
できることになるO これは、経度に換算すると
1分15秒に相当するo 1714年のイギリスの「経
表1 タイム・ボールの分布状況 (1904年)
国名・地域名 球 展開板 円筒形
イ ギ ス
地中海沿岸
イ ン ド 8 2 
海峡植民地 2 
香 港
アフリカ西海岸 1 
セントへレナ 2 
喜望峰植民地 6 
モ- 1) シアス
オーストラリア 7 
タスマニア
ニュージーランド 4 
カ ナ ター 3 
てーミューダi
英領ギアナ及尚インド 3 l 
J¥ A lレ ギ l 
オ フ ン ダ 6 
東 イ ン ド 2 
表記については一部改めた。
度法jによる懸賞金2万ポンドの条件が、西イ
ンド諸島到達時の経度の誤差が30分以内である
ことと比較すると格段の精度ということになる。
このように、タイム・ボールのグローパルな
ネットワークの進展によって、経度をはじめ諸
観測の精度が高められたが、無線電信の発明・
発達により無線報時が登場し、普及するにつれ
て、タイム・ボールは影を薄め、マリン・クロ
ノメータがクォーツ時計にとって代られるずっ
と前に次第にその役割を終えた。無線電信の実
用化は、 1895年のマルコーニの発明に始まるが、
報時に応用され始めたのは1905年のアメリカで
あった。わが国も 6年後の1911年(明治44年)
には、早くも東京天文台から船舶向けの無線報
時が開始されている。しかし、世界的な伝播や
舶載無線電信機の発達・普及を考慮すると、タ
イム・ボールが全く不要となったのは、第二次
世界大戦前後と思われる。
4.わが国のタイム・ボールと神戸の例
明治の開国後、入港する諸外国の艦船は増加
の一途を辿った。その中には、クロノメータ搭
載のものも少なくなく、また、欧米からは極東
国名・地域名 ! 球 展開板 河筒形
ド イ ツ 8 
謬 州 湾 l 
/ ノレ ウ 二巴 2 
ア ン マ ク 2 
スウェーデン 4 
ロ シ ア 8 
フ フ ン ス 5 i 
ポ /レ ト ガ ノレ 3 
ス 〆、内 イ ン 1 
イ タ ア 3 
オースト リア 3 I 
エ 手/ プ ト 2 
アメリカ合衆国 16 
南
日
マ 一 フ 1 
内ー イ ン ド l 
ア メ カ 2 
国 3 
本 6 
辺仁3、 計 121 15 3 
最遠の地であるわが国に到着したときには誤差
の累積も相当に達していたに違いない。従って、
船舶向け報時装置の需要が考えられ、 E手くから
設置の必要を説く人もあったようであるO
明治6年の太陽暦への改暦、同19年の「本初
子午線経度計算方法及標準時の件J勅令発布
(万因子午線会議の2年後)の後、明治30年代
に入ってタイム・ボール設遣の本格的な検討が
始められた。
タイム・ボールの邦語訳は、現在でも「正辞
苑」を引くと、ズパリ「時球Jの欄があり、
「報午球J、「報時球」、「標時球」を挙げている O
その他、「時報球」、「表時球」なども見られる
が、「報時球Jが最もよく使われ、法令用語も
これを採った。
明治34年、逓信省管船局は、船舶向け報時信
号装置の設置を促され、大谷、日下部の両氏に
研究を委嘱した。その結果、 2年後の明治36年
3月、横浜と神戸でわが国最初のタイム・ボー
ル、「報時球Jが作動を開始した。その後、明
治41年6月門司、大正12年6月長崎、大正13年
9月大阪に設置され、この聞に呉、佐世保の軍
港にも置かれた。
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神戸と門司のものは、写真で見るところ、ほ
ぼ同型らしい。地上13米まではX状の格子を重
ねた先細りの鉄塔で、その上に15米の柱があり、
ド辺に横木と台座があって、直径2米の球体が
串刺しになって座っている O これが上方9米に
ある小さめの横木までの聞を上下する O その上
に牲はなお 6米続く O 球体は全面を被覆されて
おらず、鯉峨のてっぺんにある金色の回転球の
ように、数枚の平円形に曲げた、両端先細りの
板が少し間隔を置いて一周り取り付けられ球形
をなしている O
報時球の作動については、「手続規程」を見
るのが子っ取り早い。以下に、明治36年2月26
日の兵庫県報号外掲載の告示を揚げる。但し、
横書、叶用漢字、アラビア数字に書き換えた。
兵庫リILiftノJ¥第104号
神}Irfj花限町本県港務部内ニ報時球ヲ設置シ
1r:;-~ j-手続k.ノ通リ相定メ明治36年3月2日ヨリ
之ヲ施行ス
明治36年 2月初日
兵庫県知事服部一三
神戸報時球信号手続
1 報時球ハ日曜日及大祭日ヲ除キ毎日本邦中
央標準時ノ正午時(東経135度ニ於ケル平
時正午時即チ英国緑威平時ノ 15時)ニ於テ
降下ス
2 報時球ノ位置ハ北緯34度41分10秒823東経
135度10分18秒025
3 報時球ノ球ハ赤色ニ塗り椿ハ白色トス
4 報時球ノ球ハ常ニ下部横木 kニ据置キ正午
時約5分前(午前1時55分)ヨリ之ヲ上部
横木下マテ引上ケ東京天文台ヨリ電気作用
ヲ以テ之ヲ降下セシム其降下シ始ムル瞬時
ヲ以テ正午時トス
5 報時信号ニ過誤アリタルトキ又ハ故障ノ為
メ誤信号ヲ為シ能ハザルトキハ球槽ノ下桁
端ニ万国船舶信号ノ W旗ヲ掲ク
3の球の色は、 3年後に「…其ノ球面ヲ i横
分シ中部白色上下両部ヲ赤色ニ塗リ…」に改め
られた。なお、横浜の球は黒色であった。
4の「…東京天文台ヨリ電気作用ヲ以テ之ヲ
降下セシム…」は、天文台の報時装置にある屯
図2 神戸市(中央区)花隈町にあった報時球(写真は荒尾親成氏提供)
4 
気附時計コロノメートル(当時の表現)と連結
したモールス通信機が発した電気信号が東京と
所在地の郵便局を経て報時球の装置に到達する
ことであった。この時代に、神戸は600粁、門
司は実に1，000粁にも及ぶリモート・コントロー
ルが行われたのである。
5の「又ハ故障ノ馬メ…」のときは、後にD
旗を掲げた。
こうした「報時球」の運営は、法制的に見る
と、わが国最初の港湾管理の法規である明治31
年制定の勅令「開港港則J(現「港則法」の前
身)に基づくもので、同年逓信省の下に設置さ
れた横浜、神戸、長崎、門司の各港務局のうち、
まず前二者が各の報時球の工事に着手した。し
かし、完成を待たず、明治35年に開港港則の事
務が移管し、各県に港務部が設置され、前述の
とおり県告示で翌36年3月に作動が開始した。
神戸では以後、 21年間、兵庫県港務部が運営し
たが、大正13年12月開港港則の事務がまたも移
管になり、各税関港務部が所管し、規程は昭和
2年4月逓信省告示に引継がれ、第二次世界大
戦前までの約10年間続いた。
神戸の場合、報時球が初めにあった所は、 JR
東海道線元町駅を西へ400米行った北側にある
小高い岡の上で、現在は上部が花隈公園、地下
は市営駐車場である。公園内にある「花隈榔il
碑(昭和3年建立)の裏面の文中に「明治三十
四年四月神戸港務局カ表時球ノ地下工事ヲナス
ニ首リ…」とあるのが唯一の名残りである。
この地は、戦国時代の武将荒木村重の出城で
あったが、落城後は城が撤去され、幕末まで住
む人もなかった。開港後はイギリス人が家屋を
建築し、一時は英国領事館になったこともあり、
明治32年に逓信省が買収した。海抜18米に過ぎ
ないが、高層建築の存在しなかった当時は港が
一望でき、港内からも望見できる恰好の場所で
あった。(図2参照)
ここでは明治36年から大正時代の末期までの
三十数年間、報時球が存在し、戦後、公園の造
成の前まで、その鉄柱が残存していたといわれ
る。一時期、報時球の落下と同時に大砲の「ド
ン」を鳴らしたことがあり、辺りを「ドン山」、
報時球を「ドン玉」といって親しまれた。今で
もこのことを知っているのは、僅かな入数の古
老だけである。
港の発展に伴って事務が増加し、庁舎が手狭
になった兵庫県港務部、逓信省海事部神戸出張
所、水上警察署の三機関は、合同で庁舎を新築
することになり、大正12年に着工し、同14年に
完成した。しかし、完成を待たずに、開港港則
の事務は神戸税関へ移管した。新しい合同庁舎
の最上階に時計の付いた円筒形の塔屋があり、
そのてっぺんに二代目の報時球が設置された。
昭和2年4月20日、神戸税関港務部によって、
作動が開始した。
この場所はメリケン波止場(現メリケンパー
ク)の東200米の海岸通一丁目で、通りを隔て
た北側は、内外の船会社、貿易商社のビルが林
立する神戸のビジネス・センターであった。合
同庁舎は、周囲に相応しいモダンな装いで、大
正・昭和初期を代表する近代建築の一つに数え
られた。(図3参照)
神戸税関が戦前に毎年発行していた「神戸港
概観」には、報時球についての記述があり、一
時はサイレンの吹鳴を伴ったようであるO 昭和
13年度版まで閲覧でき、報時球の記述もあった。
しかし、同年入庁した人からは、物はあったが
作動していなかったように伺った。無線報時の
発達と日中戦争勃発一年後の時局を考え併せる
とうなづける ~liではある。
5.おわりに
平成5年の秋、年来なにかとお世話になって
いる堺市博物館を表敬したところ、帰りぎわに
角山築館長(和歌山大学名誉教授)から、「宿
題をあげましょう。神戸にタイム・ボールがあっ
た筈です。お調べなさい。」とのお言葉を頂い
た。この後、杉浦昭典名誉教授に御指導を賜わ
りながら調べにかかった。昨秋には、神戸市立
博物館、神戸新聞社などの主催する「第7回神
戸学講座」で講演の機会が与えられた。さらに
此度、寄稿の機会を頂いて、深く感謝している。
和気教授の前述の論文はもとより、御割愛賜わ
り、展示させて頂いている「ジョン・ハリソン
生誕三百年記念切手シー卜」の説明文(英国立
海事博物館J.ベッツ氏執筆)にも多くの示唆
を得た。
本年1月9日、第五管区海上保安本部測量船
-5-
「うずしお」の就役式の見学会で、瞬時にしか
も ti~X~桝巾位で緯度、経度を捉える DGPS (精
密測仇装円)を 11の叶たりにしたとき、報時球
はおろか経線儀(クロノメータ)も六分儀も化
イiと化した!よれ 1であった。
ともあれ、マリン・クロノメータが、それ以
前に較べると、より IE確な観測を吋能にし、多
くの人や船を危難から未然に救い、「時は命な
り」でもあることを教えた。これを蔭で支えた
色とりどりのタイム・ボールが健気に地球を取
りどさいていたことを思うのである O
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図3 神戸市(中央区)海岸通にあった報時球(写真は荒尾親成氏提供)
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